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平成 28 年度第５回（第 5４回）CPD プログラム委員会議事録 

 

日 時：平成２９年２月９日（木） 1０:００～１２：００ 

場 所：森戸記念館 第２会議室 

出席者：日比谷啓介委員、田中ひろみ委員、八坂保弘委員、高田英治委員、石川善信委員、 

木村軍司幹事、広崎膨太郎会長 

 

配布資料 

資料５－１   日本工学会 CPD 協議会 役員・委員 名簿（平成 29 年 2月 9 日現在） 

資料５－２   日本工学会 CPD 協議会 CPD プログラム委員会構成（H29.2.9） 

資料５－３   平成 28年度第 4回（第 53回）CPD プログラム委員会議事録（案） 

資料５－４   第 10 回（平成 28年度第 4回）CPD 運営委員会議事録（案） 

資料５－５－１ 会員学協会の CPD に関するホームページへのリンク状況 

資料５－５－２ ＣＰＤ協議会ホームページ 

資料５－５－３ ＣＰＤ協議会ホームページ「ＣＰＤプログラム」部分に入れる文書案 

資料５－６   ＣＰＤプログラム委員会の今後の運営について 

 

議事 

１． 木村軍司幹事の司会で議事が進められた。 

 

２． 日本工学会 CPD 協議会の役員・委員及び CPD プログラム委員会の委員構成 

資料５－１～２を基に、日本工学会 CPD 協議会の役員・委員構成、及び CPD プログラム

委員会の委員構成について説明があった。この中に CPD 運用システム検討委員会の表があ

るが、この委員会は既に解散したので、今後この表は削除する。 

 

３． 前回議事録の確認 

    資料５－３の議事録(案)は、p3 の 3 行目「・・・やめるべきであろう」の部分を「・・・

やめるべきであろうという意見が出された。」に修正することで承認された。 

 

４． 平成 28年度第 4回 CPD 運営委員会の報告 

資料５－４に基づいて、平成 28 年度第 4回 CPD 運営委員会の報告があった。 

    報告内容は、CPD プログラム委員会、ECE プログラム委員会及び広報委員会の活動報告、

CPD 関係委員会の活性化、ホームページの改定、平成 28 年度第 2回 CPD 協議会シンポジウ

ム内容の確認、平成 29年度事業計画と平成 28 年度事業報告の作成などである。 

 

５． 会員学協会の CPD に関するホームページへのリンク状況 

資料５－５－１に基づいて 会員学協会の CPD に関するホームページへのリンク状況の

説明があった。現在、５つの学協会のリンク先アドレスが掲載されている。なお、表中「土
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木工学会」は「土木学会」の間違いなので、修正すること。 

 

６． ＣＰＤ協議会ホームページ「ＣＰＤプログラム」部分に入れる文書案 

    資料５－５－２～３に基づいて、ＣＰＤ協議会ホームページの「ＣＰＤプログラム」部

分に入れる文書案が提出され、了解された。表題は「ＣＰＤプログラム」となっているが、

プログラムだけでなく、各学協会のＣＰＤ活動全般に亘って、Good Practice を載せるの

が良いとの意見が出された。来年度のＣＰＤプログラム委員会で、各学協会から Good 

Practice を紹介して頂き、それを載せることにした。 

 

７． ＣＰＤプログラム委員会の今後の運営について 

資料５－６に基づいて、ＣＰＤプログラム委員会の今後の運営について、広崎会長から

説明があった。ＣＰＤ活動の考え方として、各学協会が個別に実行出来ることは各学協会

に委ね、ＣＰＤ協議会としては、日本工学会として果たすべき機能に絞って効果的に活動

する。具体的な活動案は、①ＣＰＤ活動に関する事例研究・情報共有、②ＣＰＤ活動基盤

の整備、③その他新たなＣＰＤプログラムの企画活動である。 

これに関して、以下のような意見が出された。 

世の中でＣＰＤの価値についてあまり認識されてない。学協会の中でＣＰＤを登録して

いる会員の割合が少ない。ＣＰＤの理念は良いが、メリットが少ない。産業界の幹部にＣ

ＰＤの重要性を投げかける必要がある。社員が勉強すれば、能力が向上し、企業の業績に

結び付くので、ＣＰＤ実績を提出すれば、評価されるように、企業に働きかける必要があ

る。日本工学会は学協会の集まりで、産業界への影響力も個別の学協会より大きいので、

ＣＰＤの重要性を産業界へ働きかけることは、日本工学会として果たす役割ではないか。

ＣＰＤ実績を企業が評価するよう、日本工学会が、キャンペーンすることを望む。技術者

倫理は技術士会では必須になっており、すべての技術者が、ＣＰＤとして技術者倫理を受

講することが望ましい。リベラルアーツも重要であり、評価されるべきである。土木学会

では、ＣＰＤ証明書は、入札に使用するよりも、資格の更新に使う方が多い。 

 

８． その他 

   幹事交代の件 

    次回から、電気学会の木村委員に代わって、原子力学会の尾崎委員が幹事を務めること

が広崎会長から報告された。 

 

次回開催 ： ５月開催予定で、後日、各委員にメールを送り、多くの委員の出席可能な日を選ぶ

ことにした。 

以上 


